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善吻漫、な年魃警遍へ鼈慾瞼鑢作難警轟爾tl亀移ます.先文趙釉畿みまなた『颯は建橙纏祭』|よ讐

機やども嚢尭笙ご支援鑢よけ、浚大;通闊饉す轟ことが饉寒譲憮亀.有慟うどざしヽました。今年藪も整備

を下歌の選り実筵罪亀けます。ご緑農錮ξ譲どまらな足お醸鰊螂亀ります。
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畳.な な平曲罐整鱗

聾〕轟鋳文⑮場所

令穣4年尋農糧辱鐵《血》8鋳 3鸞分一  轟瀬譲肇轟≧ティーセンター難1車場:こ集合

2)作業饒馨

◎ 被菫饂轍畿 :鶴議音寺爾選～曲城襦部～羽ヶ原入睡

② 鶴彗の数轟 ::轟観音寺下～曲城入曇《敷酸綱選り上最纂、正式を城の大手道と思われ儀》

3を 必要難具

ゴ麹キ、デ鉤重、瀬マ、横切り∫亀サミ、手後、その他

露。経漂曲城整鐘

鴫》 震綺及が場購

令和4年導属穐?寵《鶏》3時 3●分秦  緩薫会異堂《津島排導土繭》雛1寧鍵まこ集合

2)作業内容

③ 槙薬鸞轍農 :彙城曲齢

◎ 篠部の轍塞 :曲1鍼覺薫諄

③ 曲鍼入曇特近翁穣穴爾国の金撥鍮畿

8)必要震具

ゴ■年、デ豫風、ス菫ップ、管∫レ ンヽ、力で、議餞り『亀サミ、手は、鶯綽籠

菫.天1饂:こな懇ゝで

城ヶ薯曲城蝙鐘と種領曲は難鑢ざ蓬蝙で轟り、外でや作窯鰤勒撃ます。彊入り体櫃羹含靡彗近くの

ぬ錬整燿:こご参鰺くださ嚇。また、♂』ヽRI場で綺怒意事予、両贔魏蟻食:な窯含餃励:こ讐止また:譲延襲

のなけ紙を行う眩とも銀、鐘蝙婆長歩蓼鐘:旗蓬熙薇でご連纏鶉たします。          以上


